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論 文 の 内 容 の 要 旨

竹は昔から有用植物として広く人家の周辺に植栽され､身近な建材や食料として利用され

てきた｡ところが近年､建材としての代替品の普及､安価な筍の輸入､竹林管理者の高齢化な

どにより､放置される竹林が急増している｡放置竹林はその特異な生態戦略をもって人工林や

里山に侵入し､被害を与えるとともに､景観の悪化や生物多様性を脅かすなど大きな社会問

題を引き起こしている｡しかし､竹林は広く分布するが､一つひとつの占有面積は小さく､従来

の衛星画像からは正確な分布域や増加状況の把握が困難であった｡

一方､最近になって､人工衛星の空間解像度や波長分解能が向上し､小面積の対象物の

認識が可能になってきた｡とくに､高空間分解能衛星と高波長分解能衛星のデータを複合し､

両者の利点を併せ持つような画像の作成技術が編み出されている｡そこで､本研究では竹林

にこの手法を適用することを試みた｡成果は以下の通りである｡

1.空間分解能が高いIKONOS(4m､4波長)と波長分解能が優れているLandsatTM(30m､7

波長)を用いて､単独に土地被覆分類を行うと､竹林の判読精度は38･1～61･9%程度にとど

まった｡しかし､画像複合技術を適用して､両者の長所を併せ持つ複合画像を作成すると､

判読精度は84.9%まで飛躍的に向上した｡

2.複合によって失われる情報もあるため､4つの複合手法について比較･検討した結果､竹林

抽出にはIHS変換が最も有効であることが判った｡

3.1990年と2001年に取得された長良川下流域のLand甲tTM(ETM+)画像とSPOTPAN画

像(空間分解能1pm､波長数1)を複合し､竹林を抽出してその面積を比較した0その結果､

1990年に251.5haだった竹林は11年間に321.3haに増加したことが判った｡

4.竹林拡大地点と地形との関係を調べた結果､標高が高い､傾斜が緩やか､西向きの地域
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で増加率が顕著であったが､ある程度の急傾斜地点にも侵入していた｡

5.複合衛星画像は竹林の地上部現存量を推定する上でも有効であった｡胸高直径と地上部

重の相関は高く(R2=0.93)､これを従属変数として複合画像のチャンネル値を独立変数とす

ると､R2=0.78～0.81の寄与率が得られた｡しかし単独画像ではR2=0･5に達しなかった0

6.地下部の現存量は､地下茎が露出する程度に掘り出し､デジタル写真の画像処理で推定

することができた｡調査した竹の地上部と地下部の重量比(T/R)は0･66であった｡

7.竹林と樹木の混生する地点で､航空写真を使ってその林冠割合を区分し､これを元に複合

衛星画像をファジー分類したところ､竹冠の占有割合別に4段階程度に区分できた｡このこ

とから､竹林と樹木の競合する竹林も検出できる見通しを得た｡

以上のように､本研究によって､人工衛星複合画像を使った植生の分布状態に関する新た

な手法が確立され､また､竹林管理の応用面でも有用な技術が開発された｡

審 査 結 果 の 要 旨

本研究は､空間解像度の高い人工衛星と､波長分解能が高い人工衛星の画像を

複合することにより､小面積･広域に分布する放置竹林を高精度に判読する手法を開

発し､竹林分布の位置や状態の把握を容易にするために行われた｡

本論文の公開学位論文発表会は､審査委員全員を含む関連教員や院生の出席の

もと､平成18年1月23日(月)午後1時半より-､岐阜大学流域圏科学研究センター会

議室において実施された｡発表の内容は充実しており､申請者は質問に対してほぼ

的確に応答した｡発表終了に引き続き､論文内容を中心に審査委員会を開催した｡

近年､竹材の需要低下や筍の輸入､竹林管理者の高齢化などの原因により､日本

各地で放置された竹林が拡大して､人工林や里山に侵入し､農林業への被害や景

観の悪化を引き起こし､大きな社会問題になっている｡しかし､竹林は広域に分布す

るものの､個々の面積は小さく､かつ刻々と拡大しているめで､従来の手法では正確

な分布域が把握できず､したがって適切な管理が困難であった｡

高分解能をもつIKONOS衛星(4m､4波長)あるいは波長分解能が良好なLandsat

(30m､7波長)のそれぞれ単独画像では竹林が正確に抽出できず､判読精度は

38.卜61.9%程度にとどまった｡しかし､画像解析分野で開発されている画像複合技

術を適用して､両衛星の長所を併せ持つ複合画像を作成すると､判読精度は84.9%

まで飛躍的に向上した｡

この画像複合技術を岐阜市周辺41km2の対象域に適用して､現在の分布域の図

化と面積の推定を行った｡また､15年以上前から取得されているSPOT衛星(分解能

10m､4波長)とLandsat衛星を使って､1990年のこの地域の竹林面積が251.5haで
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あったのが､2001年には321.3haに拡大したことを明らかにした｡また､衛星複合画

像は樹木と竹が混生する地点で､その林冠が占める割合を4段階に区分することが

可能なため､林竹競合の状態を捉えることもできた｡さらに地上部現存畳も推定でき

たので､資源としての利用のための資料にも使えることになった｡

以上の土とから､論文の構成は論理的であり､内容は創造性に富み､応用面でも

期待でき､結果に対する科学的考察も十分なされていると判断した｡慎重に審議した

結果､審査委員全員一致で､本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の博士(農

学)の学位論文として十分価値があるものと認めた｡

なお､学位論文の基礎となる学術論文は以下の通りである｡
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